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はじめに

「わさび」というと ，沢わさび (7J<;.わさび)

や畑わさび¥西洋わさび等が知られるが，前

者の二つはどちらも植物分類学上はアブラ

ナ科ワサビ属に分類される陥sabiajaponica 

Matsumuraという同じ植物である。沢わさび

は原産地が日本列島とされ，飛鳥時代の木簡

に記述があるなど古くから日本人の生活に結

びついている。一方，西洋わさび (Cochlearia 

armoracia L.)は同じアブラナ科であるが， ト

モシリソウ属に分類され，ヨーロッパ原産とさ

れる。

岩手県は沢わさびの生産量では全国の 1%に

満たないが，畑わさびでは半分弱を占め，両者

(A) 

を併せると静岡県や長野県に次いで 3番目に生

産量の多い県である 1)。沢わさびでは量こそ静

岡県や長野県には及ばないが，岩手県にも宮守

村 (現在の遠野市)など古くから産地として定

着している地域に加え， 最近では雫石町や八幡

平市などで，従来の渓流沿いで行われる畳石式

などの高度な土木工事を要する方式ではなく，

平坦地で湧水などを水源として利用したボック

ス栽培方式 (図 1)が行われている。冷涼で豊

かな水資源に恵まれた東北地方は沢わさび栽培

に向いた地域と言えるが，こうした生産方式は

他の地域でも行われており，ひと頃の高値で取

引されていた時期に比べ， 需給のバランスから

生産物の価格は低下する傾向にある。そのため，

(B) 

図 l 平坦地で行われるボックス栽培方式の外観 (A)と栽治される沢わさびの様子 (B)
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新規に取り組もうとする生産者には厳しい而も

ある。本稿では，こうした地域におけるわさび

栽培の現状を背景に，地域特産品としてのわき

びの高付加価値化を考え，食材としての健康機

能性を検討した例を紹介したい。

沢わさび粉末の生理機能性

これまでに知られる沢わさびの健康機能

性について

わさびの用途としては，刺身や鮪など生もの

と合わせ，香辛料として臭みを消す，ま たは殺

菌効果を期待したものがほとんどである。しか

し. 10世紀の書物に「補益食也J(食を補益す

る也の官、と捉えることができる)の記述があり ，

現代でいうサプリメン トや機能性食品のような

効果も認識されていたとも考えられる 2)。実際，

最近の研究からわさびの生理機能性として，抗

腹筋効果. 14平奇 ・抗酸化効果，抗炎症作用，抗

ピロリ菌効果 3・7)などが明らかにされている。

我々は新たに生活習慣病に対する効果について
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評価を行った。

沢わさび粉末混餌食に対する摂取忌避性

の検討

わさびはアリル辛子油の強い刺激性を持つた

めに，動物に飼料として与えた際に忌避性や組

織障害性を与えることが懸念された。そこでま

ず，正常動物に対して沢わさび粉末を飼料に混

餌して与えた場合の成長や代謝に対する影斡を

検討した。Wistar系5週齢の雄性ラッ トに， 沢

わさび乾燥粉末(品種 :グリーンサム)を5%

もしくは 7%含む 20% カゼイン飼料 (AIN93G

準拠)を7日間給餌した。ここで用いた沢わさ

び粉末は，沢わさびを根わさびとして，出荷用

に成形する際に廃棄される細い根の部分 (ひげ

根)を乾燥 ・微粉末化したもの (昭栄建設)を

用いた。 その結果，最終体重および総摂取fu:~こ

わさび粉末の添加により低下が認められた (表

1 )。 この差の要因には，飼料を与えた l日目に

沢わさび添加群で摂取量が対照群に対して半分

程度に落ちたことが挙げられる。摂取訟は徐々

表 l 正常ラットにわさび混餌食を与えたときの成長および代謝への影響

対照群 5%わさび混飽食群 7%わさび混餌食群

初体重 (g) 同4.1:t 0.8 川4.2:t2.1 同4.2:t1.9 

終体重 (g) 143.1 :t 2.8' 135.5 :t 2.7'b 126.3土 2.4b

総摂取量 (g) 92.1土 3.7' 78.1 :t 1.5
b 

69.8 :t 2.5" 

臓器重量 (ダ100g体重)

肝臓 4.14土 0.07' 4.60 :t 0.09" 5.00 :t 0.17" 

腎臓 0.76 :t 0.01' 0.82 :t 0.02b 0.85土 O.Olb

皐丸 0.88 :t 0.04 0.89 :t 0.05 0.98土 0.06

血中成分

血中アルブミン濃度 (g/dL) 3.5 :t 0.09 3.7士0.04 3.7 :t 0.09 
血中 AST活性(Iuん) 30.9 :t 3.6' 25.6 :t O.7"b 21.4 :t 0.5" 

血中 ALT活性(IU/L) 8.0:t 1.0' 6.6 :t 0.6油 5.0 :t 0.4" 
血糖値 (mg/dL) 166.1 :t 2.4 167.9 :t 5.3 167.4 :t 6.1 
T3濃度 (ng/mL) 1.8 :t 0.04 1.8 :t 0.04 1.9 :t 0.03 

値は平均値±標準誤差、異なる符号聞でp<O.05
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に回復し，最終日 (7日目)には群聞で有意な

差は認められなかった。血中指標では血糖値や

アルブミン値には差がなく，肝臓や組織に障害

があった場合に上昇が認められる ASTやALT

値には特に異常はなかった。また，アブラナ科

植物に含まれる成分には甲状腺の機能に影響を

与える成分があることが知られるため，甲状腺

ホルモン(ト リヨードサイロニン， T3)濃度を

測定したが，特に影響は認められなかった。以

上のことから，沢わさび添加により高用量摂取

群で摂取忌避性が若干認められるが，今回行っ

た条件では特に組織障害性などは認められない

範囲であることが分かった。

沢わさび粉末混餌食による 2型糖原病態

への効果

沢わさび粉末の生活習慣病に対する生理機能

性を評価する上で，糖尿病に対する効果を検討

した。糖尿病は先進諸国では人口の 5- 6%程

度の患者を抱える疾患で，日本においても厚生

労働省の国民健康 ・栄養調査によると糖尿病を

強く疑われる人は 890万人，可能性が否定でき

ない人を合わせると 2，210万人と推計されて

いる。糖尿病のうち 9割以上は 2型糖原病であ

ることから，本検討では肥満2型糖尿病モデル

動物 KK-Ayマウスを用いて行った。

マウスに 3%あるいは 5%沢わさび粉末を

含む高脂肪食を 45日間給餌したところ，表2

に示すように平均摂取量ではわさび粉末を加

えることで若干低下する様子を示したが，体

重には有意な影響を与えるほどではなかった。

また組織重量から脂肪量にも変化はなく，肥

満を抑制するような効果は認められなかった。

その一方，糖代謝の指標では，飼育期間中の

血糖値は対照群に比べ，わさび粉末混餌食群

で低い傾向を示し，インスリン負荷試験につ

いても低く推移 した (図 2)。 また，解剖時

の血糖値およびインスリン値についてはわさ

び群で低い傾向もしくは有意に低い値を示し

た。過去数週間の平均血糖を反映するとされ

るHbA1c値についても同様の結果を示した(図

3)。また，結果には示さないが，先ほどのラッ

トでの実験同様 AST値やALT値を測定したと

ころ，特に異常値は認められず，長期間のわ

さび粉末食の摂取においても特に組織や肝臓

への障害は認められなかった。さらに糞の排

地孟や糞中の脂質排枇量にもわさび粉末添加

の影響は認められなかったことから，わさび

粉末由来の食物繊維等による消化吸収への効

果を介したものではないと考えられた。以上

のことから，わさび粉末により 2型糖尿病モ

デルマウスの病態の進行を改善する可能性が

示唆された。

表2 KK-Ayマウスにわさび混餌食を与えたときの体重変化，摂餌量および臓器重量への影響

対照群 3%わさび混餌食群 5%わさび混餌食群

初体重 (g) 24.8 :t 0.4 23.8 :t 0.6 24.2 :t 0.2 

終体重 (g) 45.2 :t 1.3 42.1 :t 1.4 42.1 :t 0.9 

平均摂取量(g/day) 4.31土0.10' 3.99 :t 0.11，b 3.93 :t 0.08
b 

臓器重量 (g/IOOg体重)

肝臓 4.48士0.23' 4.01 :t 0.22，b 3.71土0.15
b

腎臓 1.31 :t 0.06' 1.08 :t O.04b 1.06 :t 0.02" 

脂肪 (腎周囲、精巣周囲宅腸間膜) 8.29 :t 0.29 7.73 :t 0.87 7.96 :t 0.40 

f直は平均値土標準誤差，異なる符号聞でpく0.05
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インスリン負荷試験空腹時血糖値
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ける血糖変化への影響
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図3

にもスルフォラファンと類縁化合物が複数種含

まれていることが知られている ヘ

わさびの生理機能性成分を検索するために，

遺伝子変異酵母を用いた検討を行った結果，わ

さびに含まれるイソチオシアネート化合物であ

る6-m巴thylsulfinylhexylisothiocyanate (6MSITC) 

にGSK-3s阻害活性があることが示唆され，そ

の阻害効果は mνitroでの酵素活性の評価系で

確認された 9)。糖尿病態では GSK-3s活性が克

進している場合があること，さらにその阻害は

沢わさびによる抗糖尿病効果のメカニズ

ムの解析

わさびの特徴的な成分の lつにイソチオシア

ネート類があり ，わさびの辛味成分であるアリ

ル辛子油もその lつである。イソチオシアネー

ト化合物で最も注目されているものにわさびと

同じアブラナ科植物であるブロッコリーに含ま

れるスルフォラファンがあり ，これまでに抗酸

化効果ゃがん予防効果が知られている。わさび
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病態を緩和することが報告されている 10)。我々

は既にラット肝臓細胞に対して， 6MSITCが糖

新生を抑制する活性(イ ンスリン様活性)を有

する成績を得ており，先の沢わさび粉末による

糖原病の緩和効果の要因の lつに 6MSITCが

関わっている可能性も考えられる。しかしなが

ら，わさびには他のイソチオシアネー ト化合物

も存在することから，主たる有効成分やその作

用機序については今後の検討が必要でhある。

おわりに

ここで紹介した結果の一部は農林水産省の

「地域プランド化 ・新需要創造支援事業」にお

組みのなかで行われたものである。わさびは，

多くの量を摂取するのは難しい食材であり，な

かなか簡単に消費量アップは望みにくい面はあ

る。 しかし，折角の日本古来の食材である。岩

手には熱心に商品開発に取り組む企業もあり，

利用が広まれば良いと思う。また近頃，岩手県

雫石町で採取された沢わさびを DNA多型解析

の結果から比較したところ，従来の主要な栽培

品種とは異なる遺伝的多様性をもっ系統である

ことが明らかに された 11)。これらの採取さ れ

た野生種は，岩手県の試験研究機関 (岩手県林

業技術センター)で栽培の試みも行われてお り，

新たな地域おこしのシーズとなり得るかもしれ

いて，岩手産沢わさびの利用促進に向けた取り ない。
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